
11／25 ,830
平成12年（2000年）

十日町市・コモ市姉妹都市提携25周年を記念して11月３日

fにコモ湖畔において、モニュメントの贈呈除幕式が開催さ

れました。両市の友好と、世界の平和を願う思いが込められ

たモニュメントは、末永くコモの人々に愛され続けることで

しょう。

コモ湖畔にて
モニュメント「友愛」贈呈除幕式

コモ市でモニュメント除幕式

2002年W杯ベースキャンプ誘致

十日町ステージ説明会を開催します

ガラスびんの収集、ごみ有料化

職員給与のお知らせ

税に関する標語・優秀作品紹介
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切
に
し
た
い
。
世
界
平
和
に
大
き
く

貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
吉
澤
使
節
団
長
か
ら
、

「
コ
モ
市
民
と
十
日
町
市
民
の
限
り

な
い
友
情
を
託
し
た
作
品
で
す
。
い

つ
ま
で
も
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

制
作
者
の
藤
巻
さ
ん
か
ら
は
、

「
両
市
の
平
和
と
友
情
が
恒
久
の
歴

史
と
な
っ
て
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を

願
う
十
日
町
市
民
に
か
わ
り
、
制
作

し
ま
し
た
。
全
体
の
形
は
、
十
日
町

の
着
物
で
す
。
コ
モ
と
十
日
町
の
子

ど
も
た
ち
が
語
り
、
見
つ
め
あ
う
姿

は
、
平
和
を
願
い
、
夢
を
語
り
、
未

来
へ
希
望
を
ふ
く
ら
ま
せ
る『
友
愛
』

の
精
神
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

制
作
意
図
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
命
名

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

両
市
の
友
好
の
歴
史
を
象
徴
す
る

す
ば
ら
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
、
コ
モ
市
と
十
日
町
市
の
大
き

な
財
産
が
、ま
た
１
つ
増
え
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
に
引
き

続
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
協

会
の
建
物
の
一
室
に
お
い
て
、
十
日

町
市
芸
術
協
会
な
ど
が
出
品
し
た

「
交
流
作
品
展
」
の
開
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
庭
野
政
義
十
日
町
市
芸

術
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
岡

村
喜
市
（
松
烟
）
書
道
協
会
長
に
よ

る
書
道
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ

れ
、
コ
モ
市
民
は
、
そ
の
す
ば
ら
し

さ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
姉
妹
都
市
交
流

25
年
で
初
の
試
み
で
あ
り
、
展
示
作

品
は
書
道
、
日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

織
染
デ
ザ
イ
ン
な
ど
81
点
に
お
よ
び

ま
す
。
２
つ
の
会
場
で
行
わ
れ
て
い

る
作
品
展
は
11
月
25
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
展
開
催
に
む
け
た
準

備
に
は
、
庭
野
芸
術
協
会
長
、
小
林

順
二
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
長
、
村
尾
隆

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会

副
会
長
な
ど
が
先
発
隊
と
し
て
現
地

入
り
し
ま
し
た
。
数
日
か
か
っ
た
展

示
作
業
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ

ス
カ
協
会
の
職
員
や
現
地
在
住
の
日

本
人
、
お
な
じ
み
の
ア
ド
ゥ
ア
・
カ

ス
タ
ー
ニ
ョ
さ
ん
な
ど
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
作
品
展
で
コ
モ
市
民
に
十
日

町
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
は
、コ
モ
市
の
文
化
な
ど
を

紹
介
す
る
催
し
が
十
日
町
市
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
２
０
０
１
年
は
、
日
本
に
お

け
る
イ
タ
リ
ア
年
を
迎
え
、
両
市
の

さ
ら
な
る
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
十
日
町
市
と

コ
モ
市
の
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
を

記
念
し
、
十
日
町
市
と
十
日
町
・
コ

モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
か
ら
コ
モ
市

に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
「
友
愛
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は

十
日
町
市
在
住
の
彫
刻
家
藤
巻
秀
正

さ
ん
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

像
は
本
体
が
高
さ
２
ｍ
、
幅
90
b
、

奥
行
き
85
b
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
。
台
座

は
コ
モ
市
産
の
花
こ
う
岩
石
で
、
コ

モ
湖
畔
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
は
11
月

３
日
f
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

参
加
し
た
使
節
団
は
、
川
治
小
学
校

の
姉
妹
校
で
あ
る
フ
ァ
ビ
オ
・
フ
ィ

ル
ツ
ィ
小
学
校
の
児
童
や
お
お
ぜ
い

の
コ
モ
市
民
の
歓
迎
を
受
け
、
コ
モ

市
民
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
あ
い

ま
し
た
。

ボ
ッ
タ
市
長
か
ら
は
、
「
両
市
の

永
続
的
な
友
好
の
象
徴
で
あ
り
、
大
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十
日
町
市
・
コ
モ
市
姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
親
善
使

節
団
（
団
長
に
吉
澤
愼
一
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
長
、
一
行
１

０
３
人
）
が
コ
モ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
11
月
３
日
F
に
コ
モ
湖
畔

の
ソ
マ
イ
ー
ニ
広
場
で
行
わ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式
と
、
初
め
て
コ

モ
市
で
開
催
す
る
十
日
町
市
芸
術
協
会
、
書
道
協
会
、
織
人

お
り
び
と

・
染
め
人び

と

な
ど

が
出
品
す
る
交
流
作
品
展
に
参
加
す
る
た
め
で
す
。
今
回
は
、
20
周
年
記
念

使
節
団
の
78
人
を
大
き
く
上
回
る
、
過
去
最
大
の
使
節
団
と
な
り
、
コ
モ
市

の
皆
さ
ん
と
あ
つ
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
協
会
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
交
流
作
品
展
ポ
ス
タ
ー

展
示
作
品
と
鑑
賞
す
る
コ
モ
市
民

岡
村
書
道
協
会
長
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス

十
日
町
市
と
な
じ
み
深
い
ラ
ウ
ラ

さ
ん
親
子

コ
モ
市
議
会
を
見
学

使
節
団
代
表
が
コ
モ
市
長
を
表
敬
訪
問
（
11
月
３
日
F
）

あ
い
さ
つ
を
す
る
吉
澤
団
長
（
上
）
と
使
節
団
代
表
と
コ
モ
市
関
係
者

１
０
３
人
の
大
使
節
団
、
コ
モ
市
を
訪
問

姉
妹
都
市
提
携
25
周
年
記
念
事
業

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
贈
呈
除
幕
式
・
交
流
作
品
展

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
贈
呈
除
幕
式
・
交
流
作
品
展

友
好
の
象
徴
「
友
愛
」

コ
モ
湖
畔
で
除
幕
式

交
流
作
品
展

〜
着
物
な
ど
十
日
町
の

芸
術
作
品
を
特
別
展
示
〜

２
０
０
１
年
イ
タ
リ
ア
年

〜
両
市
の
さ
ら
な
る
交
流
へ
〜



現
在
、
十
日
町
地
域
６
市
町
村
で

は
、
新
潟
県
の
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

里
創
プ
ラ
ン
事
業
」の
指
定
を
受
け
、

ス
テ
キ
発
見
、
花
の
道
、
大
地
の
芸

術
祭
、
ス
テ
ー
ジ
整
備
の
４
つ
の
柱

か
ら
な
る
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
事
業
」
を
進
め
て
い
ま

す
。十

日
町
市
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
整

備
は
２
０
０
５
年
委
員
会
の
提
言
を

実
現
す
る
た
め
、
平
成
10
年
か
ら
の

新
長
期
発
展
計
画
に
位
置
づ
け
、
昨

年
２
月
に
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ク
タ
ン

ク
を
設
立
し
て
、
事
業
計
画
の
策
定

を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
き
も
の
、
温
泉
、
楽
市

楽
座
を
中
心
と
し
た
十
日
町
ス
テ
ー

ジ
の
事
業
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、

ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
６
日
b
、
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘

致
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
柳
助

役
と
高
橋
十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

長
な
ど
５
人
が
、
ロ
ー
マ
に
あ
る
イ

タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
訪
問
は
イ
タ
リ
ア
サ
ッ

カ
ー
協
会
評
議
員
の
カ
ル
ロ
・
タ
ヴ

ェ
ッ
キ
オ
氏
の
仲
介
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

長
で
あ
る
グ
リ
エ
ル
モ
・
ペ
ト
ロ
シ

ー
ノ
氏
な
ど
と
会
談
を
し
ま
し
た
。

タ
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
氏
か
ら
は
、
今
年
６

月
に
コ
モ
市
親
善
使
節
団
の
一
員
と

し
て
来
市
を
い
た
だ
き
、
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
へ
の
宿
泊
や
現
地
・
施
設
の
確

認
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ペ
ト
ロ
シ
ー
ノ
事
務
局
長
か
ら

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
や
他
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
代
表
チ
ー

ム
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ン
プ
地
を
選

定
す
る
た
め
に
、
来
年
は
こ
れ
ま
で

に
立
候
補
し
て
い
る
５
都
市
を
協
会

の
代
表
が
現
地
調
査
す
る
。
十
日
町

市
が
、
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
こ
と

を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
で
き
る
だ

け
協
力
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
談
後
、
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
協

会
長
と
代
表
チ
ー
ム
の
監
督
に
あ
て

た
本
田
市
長
か
ら
の
親
書
が
柳
助
役

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
誘

致
を
歓
迎
す
る
１
万
人
あ
ま
り
の
署

名
を
渡
し
、
誘
致
に
向
け
た
あ
つ
い

取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

３
日
に
コ
モ
市
長
を
使
節
団
の
代

表
が
表
敬
訪
問
し
た
際
も
、
ボ
ッ
タ

市
長
か
ら
「
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
が
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
は
る
こ
と
に
な

る
よ
う
期
待
し
、
コ
モ
市
を
あ
げ
て

応
援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い

支
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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11
月
９
日
e
、
7
日
本
シ
ス
テ
ム

開
発
研
究
所
の
木
田
悟
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ

ン
プ
地
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー

ラ
ム
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
約
60
人
の
地
元
関
係
者

を
前
に
、
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
と
か
か
わ
る
中
で
、
継
続
的

な
地
域
振
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

べ
き
か
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
場
国
が
大
会
前
の
調
整
を
兼

ね
て
滞
在
す
る
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
、

チ
ー
ム
視
察
に
訪
れ
る
国
内
・
外
の

人
々
も
多
く
、
地
域
の
情
報
は
、
マ

ス
コ
ミ
を
通
じ
世
界
に
発
信
さ
れ
ま

す
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
へ
の
経
済

的
・
社
会
的
効
果
は
非
常
に
大
き
い

反
面
、
キ
ャ
ン
プ
運
営
や
施
設
整
備

に
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
資

本
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

誘
致
の
成
果
を
大
会
前
の
一
時
的
な

も
の
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
地

方
公
共
団
体
な
ど
は

“
ま
ち
づ
く

り
”
と
い
う
視
点
か
ら
、
持
続
的
な

効
果
を
生
み
だ
す
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
大
会
で
の
ス

ラ
イ
ド
を
交
え
た
解
説
で
は
、
大
会

を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
街
の
装
飾
や

案
内
看
板
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
活
動
や
警
備
の
実
態
、
地
元
の

小
学
生
と
参
加
チ
ー
ム
と
の
交
流
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
チ
ー
ム
の
誘

致
を
進
め
て
い
る
当
市
に
つ
い
て
、

「
練
習
施
設
が
充
実
し
て
い
る
と
い

う
理
由
で
立
候
補
し
て
い
る
都
市
が

多
い
中
、
練
習
後
の
保
養
や
気
分
転

換
に
も
適
し
て
い
る
と
い
う
視
点
か

ら
立
候
補
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、

出
場
チ
ー
ム
の
要
望
に
合
致
し
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

2002年Ｗ杯ベースキャンプ誘致2002年Ｗ杯ベースキャンプ誘致

誘致実現に向け、力強い握手を交わすペトロシーノ事務局長（写真中央）と柳助役。
会談を設定してくださったタヴェッキオ評議員（写真左）
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イタリア
サッカー協会を
表敬訪問

ステージ整備の経過
■平成８年

○2005年委員会（市民組織）からの提言

※クロス10周辺の再開発、魅力的な拠点施設づくり

※まちづくりをコーディネートする組織の設立

■平成10年

○新十日町市長期発展計画策定

※里創プラン事業の推進を位置づけ

○里創プラン・越後妻有アートネックレス整備構想ス

テージ基本計画策定

※十日町ステージ＝越後妻有の市として位置付け、

産業振興、交流の拠点とする

○十日町ステージ検討地域委員会での検討（委員14名、

会議４回）

※（仮称）まちづくりシンクタンク等を設立し、検

討することを決定

■平成11年

○まちづくりシンクタンクの設立

○シンクタンクによる十日町ステージ基本計画案の検

討開始

○基本設計を原広司氏に依頼・提案

○シンクタンク基本計画案策定

※シンクタンク役員会、議会、商工会議所等へ説明

■平成12年

○シンクタンク事業計画案検討

○同事業計画案策定

※シンクタンク役員会、議会、商工会議所、織物組

合へ説明

○織物組合からの提案・検討

○ステージ事業計画策定

○市民説明会

11
月
７
日
c
、
ク
ロ
ス
10
を
会
場

に
、
十
日
町
市
民
を
対
象
と
し
た

「
大
地
の
芸
術
祭
〜
越
後
妻
有
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
０
０
〜
を

語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
約
80
人
の
市
民
が
参
加
し
、
こ
の

夏
妻
有
地
域
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た

大
地
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

語
る
会
で
は
、
市
長
は
じ
め
事
務

局
か
ら
芸
術
祭
の
中
間
報
告
が
さ
れ

た
後
、
参
加
者
か
ら
、
作
家
と
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
思
い
出
、
こ
へ
び

隊
や
首
都
圏
か
ら
の
来
訪
者
と
の
ふ

れ
あ
い
、
テ
ー
マ
と
な
っ
た
現
代
ア

ー
ト
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
な

ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
や
住
民
理
解
、
住
民

参
加
の
面
な
ど
で
今
回
の
取
り
組
み

に
対
す
る
反
省
点
が
あ
げ
ら
れ
る
と

同
時
に
、
次
回
か
ら
の
芸
術
祭
を
よ

り
よ
い
も
の
に
す
る
に
は
ど
う
す
る

べ
き
か
と
い
う
、
建
設
的
な
意
見
が

多
く
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
で
も
、
今
回
の
芸
術
祭
の
体
験
や

反
省
、
次
回
へ
の
提
案
な
ど
の
ご
意

見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
＝
企
画
人
事
課
企
画
係

（
内
線
２
１
５
）ま
た
は
広
域
事
務
組

合
企
画
振
興
課（
1
57
│
２
６
３
７
）

日時：11月29日D

午後７時～

会場：クロス10中ホール

問合せ：企画人事課企画係

（157-3111内線280・215）

大地の芸術祭を
語る会を
開催しました

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
事
業
」



十
日
町
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
分
別

収
集
に
よ
る
ご
み
の
再
資
源
化
と
減

量
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
再
資

源
化
が
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
一
方

で
、
再
資
源
化
さ
れ
ず
に
「
ご
み
」

と
し
て
排
出
さ
れ
る
量
は
依
然
と
し

て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
ご
み
処
理
費
用
も
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
度
の

場
合
、
ご
み
処
理
費
用
は
川
西
町
を

含
め
約
６
億
７
、
８
８
７
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
金
額
を
住
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、一
律
約
１
２
、

９
５
７
円
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

あ
な
た
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
み
の

減
量
化
や
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
を

心
が
け
て
い
ま
す
か
。

ご
み
処
理
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
現
在
は
、
多
量
に
ご
み
を
出

し
て
も
、
処
理
費
用
を
直
接
気
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

反
対
に
、
ご
み
の
減
量
に
努
め
て

い
る
人
の
成
果
も
、
す
ぐ
に
は
分
か

ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ご
み
処
理
や
計
画
中
の

管
理
型
最
終
処
分
場（
霧
谷
埋
立
地
）

の
建
設
・
維
持
管
理
は
、
排
出
量
に

応
じ
た
受
益
者
負
担
も
組
み
入
れ
な

が
ら
お
こ
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
考
え
に
立
ち
、
十
日
町
市
で
は

燃
え
る
ご
み
・
埋
め
立
て
ご
み
の
有

料
化
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

①
現
在
の
指
定
袋
を
模
様
替
え
し
、

ご
み
処
理
経
費
を
含
ん
だ
料
金
で

購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
新
規
の
指
定
袋
の
１
枚
あ
た
り
の

料
金
は
、
ご
み
収
集
運
搬
費
や
処

理
経
費
な
ど
を
参
考
に
次
の
金
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
　
50
円
（
現
在
約
９
円
）

中
　
30
円
（
現
在
約
６
円
）

小
　
15
円
（
現
在
約
５
円
）

※
現
在
の
指
定
袋
は
、
50
枚
入
り

で
大
４
６
６
円
・
中
３
１
７
円
・
小

２
３
５
円
で
す
。
こ
れ
に
は
、
ご
み

処
理
経
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

③
埋
め
立
て
ご
み
に
つ
い
て
も
指
定

袋
で
排
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
残
っ
て
い
る
既
存
の
指
定
袋
を
使

用
す
る
場
合
は
、
有
料
化
分
の
シ

ー
ル
を
購
入
し
貼
付
し
て
排
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
既
に
有
料
化
と
な
っ
て
い
る
持
ち

込
み
ご
み
・
事
業
系
ご
み
の
処
理

手
数
料
額
も
改
定
し
ま
す
。

⑥
実
施
時
期
は
、
平
成
13
年
７
月
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

有
料
化
の
効
果
と
し
て
、
次
の
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
ご
み
の
量
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
減
量
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
分
別
が
促
進
さ
れ
、
資
源
ご
み
の

回
収
量
が
増
え
ま
す
。

③
ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
た
費
用
負

担
と
な
る
た
め
、
公
平
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

な
お
、
資
源
ご
み
と
し
て
排
出
さ

れ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

ど
お
り
無
料
で
収
集
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

分
別
収
集
や
ご
み
処
理
の
有
料
化

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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び
ん
類
は
、
「
無
色
」
「
茶
色
」

「
そ
の
他
の
色
」
の
３
色
に
分
別
し

て
排
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
品
目
が
多

い
た
め
、
下
図
の
よ
う
に
品
目
を
限

定
し
て
収
集
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

今
後
は
、
衛
生
組
合
長
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
来
年
３
月
に
は
収
集
日
程
や

収
集
品
目
、
排
出
方
法
が
入
っ
た

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
保
存
版
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

平
成
９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
は
、
ご
み
全
体
の
約
６
割
（
容
積
率
）
を
占
め
る
容
器
包
装
廃
棄

物
を
減
ら
し
、
資
源
の
循
環
型
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
当
市
は
、
従
来
の
新
聞
紙
・
雑
誌
・
チ
ラ
シ
・
段
ボ

ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
缶
類
に
加
え
、
今
年
４
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
容
器
も
資
源
物
と
し
て
分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
再
資
源
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
来
年
４
月
か
ら
月

１
回
、
新
た
に
「
び
ん
類
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
を
資
源
と
し
て
分

別
収
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【収集するびん類】

・ワイン　・ウイスキー　・栄養

剤　・コーヒー　・調味料　・佃煮など

出し方
○中は空にして、軽く水洗いをしてください。

○ごみステーションに設置する３つの収集カゴに、「無色」「茶色」「そ

の他の色」の３色に分けて出してください。

○ラベル・値段シールのとれないものはそのまま出してください。

【収集するプラスチック類】

分
別
方
法

燃
え
る
ご
み
・
埋
め
立
て
ご
み
の

有
料
化
を
検
討
し
て
い
ま
す

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１
５
７
）

ま
た
は
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組

合
（
1
52
│
３
９
２
４
）
へ
。

環境基本計画(案)への
ご意見をお寄せください

十日町市環境基本計画（案）の縦覧をお

こないます。よりよい環境づくりに向けた、

あなたのご意見をお寄せください。

■縦覧期間 平成12年12月12日cから

平成13年１月11日eまで

■縦覧場所 公民館本館および各地区館、

十日町情報館（行政資料コー

ナー）、市民生活課生活環境係

■ご意見の受付場所

市民生活課生活環境係

（157－3111内線157）

十日町市のホームページに、十日町市環

境基本計画（案）の全文を掲載しています。

ぜひご覧ください。

http://www.city.tokamachi.niigata.jp

トレー・パック類 ・色、柄のついたトレー（発泡スチロール、プラスチ

ック製のもの） ・惣菜トレー　・みそのパック　・菓子類の仕切り

・豆腐のパック　・すしトレー　・皿盛りトレー　・市販弁当の容器

・卵ケース　・くだものの透明ケース　・味のりなどの大型パック

・カレー、シチュー、シュウマイ、ギョウザの受け皿　　カップ類　・プ

リン、ゼリー、ヨーグルト、乳酸飲料の容器　　ボトル類　・シャンプ

ー、リンスの容器　・台所用洗剤の容器　・風呂用洗剤の容器　　

ふた類　・ペットボトル、びん類のふた　　その他　・おぼん　・箸箱

・かご　・ハンガー（針金のないもの） ・じょうろ　・漬け物桶

・ポリバケツ　・ごみ箱　・定規、筆箱　・風呂桶　・衣装ケース

出し方
○プラスチック製のものだけを出してください。

○中は空にして、軽く水洗いをしてください。

○容器とふたはかならず分離してください。

○ごみステーションの収集かごにはすべていっしょに出してください。

○ラベル・値段シールのとれないものはそのまま出してください。

トレー・パック類

飲料・食用として用いた空きびん

カップ類

ボトル類

ふた類 その他

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

受
益
者
負
担
で

ご
み
処
理
を

減
ら
な
い
ご
み

検
討
内
容

有
料
化
の
効
果

0

3000

6000

9000

12000

15000

（ごみ処理費は、川西町分も含まれています）

（表1）ごみ排出量と処理費の推移 （単位：トン、万円）

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
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び
ん
類
・
プ
ラ
ス
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
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び
ん
類
・
プ
ラ
ス
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
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す

来
年
４
月
か
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び
ん
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
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す

来
年
４
月
か
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び
ん
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
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す

来
年
４
月
か
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び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
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の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す

来
年
４
月
か
ら

び
ん
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

分
別
収
集
を
は
じ
め
ま
す



9 平成12年11月25日号 8

職員給与をお知らせします
市民の皆さんのご理解をいただくため、十日町市、

十日町地域広域事務組合および十日町地域衛生施設

組合職員の給与・定員管理などをお知らせします。

十 日 町 市

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成12.4.1現在）

区　分

十日町市

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

国

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

区　分
経験年数７年
以上10年未満

経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

一
般
行
政
職

技　能
労務職

大学卒

高校卒

高校卒

254,808円 287,119円 346,507円

205,675円 229,575円 306,000円

該当者なし 218,267円 255,271円

343,520円

326,106円

42歳4月 308,092円 48歳2月

39歳9月 289,315円 47歳9月

■平成11年度人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（平12.3.31）

歳出額
（Ａ）

実質収支
人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
10年度の
人件費率

44,028人 199億
1,684万円

3億
675万円

30億
9,181万円 15.5% 16.1%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、
採用後の年数をいいます。

■平成12年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　与　　　　費

363人 15億0,991万
7,000円

2億1,489万
6,000円

6億8,616万
2,000円

24億1,097万
5,000円

664万
1,804円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

■職員の初任給の状況
（平成12.4.1現在）

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成12.4.1現在）

区　分

一
般
行
政
職

大学卒

初 任 給
採用２年経
過後給料額

初 任 給
採用２年経
過後給料額

高校卒

十　日　町　市 国

174,400円

141,900円

188,900円 174,400円 188,900円

151,800円 141,900円 151,800円

■一般行政職の級別職員数の状況
（平成12.4.1現在）

■昇給期間短縮の状況

■職員手当の状況（その１）

区分

期
末
手
当

勤
勉
手
当

十　日　町　市 国

（11年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.6 月分

1.65月分

0.5 月分

3.75月分

勤勉手当

0.6月分

0.6月分

―

1.2月分

（11年度支給割合）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.6 月分

1.65月分

0.5 月分

3.75月分

勤勉手当

0.6月分

0.6月分

―

1.2月分

退
　
職
　
手
　
当

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

11 年　度
１人当たり
平均支給額

877万
7,834円

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2％～20％加算)

退 職 時
特別昇給 1～2号給

2,754万
6,851円

（支給率）

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合

21.0 月分

33.75月分

47.5 月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

62.7 月分

62.7 月分

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額です。

区　　　分 合　計
一　般
行政職

技　能
労務職

その他
一般職

11

年
　
度

414人 298人 53人 63人職員数（Ａ）

63人 25人 19人 19人普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

15.2% 8.4% 35.8% 30.0%比率（Ｂ/Ａ）

区 分

８級 課長・参事 8 3.1

課長・参事・課長補佐 23 8.9

課長補佐・副参事 93 36.2

係長・主査 45 17.5

主任 32 12.5

主事・技師 27 10.5

主事・技師 20 7.8

主事・技師 9 3.5

257 100.0

７級

６級

５級

４級

３級

２級

１級

計

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

（注）１　十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
３　職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2％～20％加算)

退 職 時
特別昇給 20年以上勤続者1号俸

■職員手当の状況（その２）
（平成12.4.1現在）

区分

扶

養

手

当

国の制度
と 比 較内　　　　　　　容

配偶者…………………………………… 16,000円
配偶者以外の扶養親族のうち２人……各5,500円
ただし、
配偶者のいない職員の場合には、扶養親族の
うち1人は………………………………11,000円
配偶者が扶養親族でない場合には、扶養親族
のうち1人は…………………………… 6,500円

その他の扶養親族1人につき…………… 2,000円
(満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は
5,000円加算）

同じ

住

居

手

当

〈借家〉
月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に対し負担している家賃の額に応じて
最高27,000円（家賃が55,000円以上の場合）
まで支給。

〈持家〉
1,000円　ただし、住宅を新築・購入した場
合5年間は2,500円

同じ

通

勤

手

当

〈交通機関利用者〉
負担している運賃の額に応じて最高50,000
円まで支給。

〈交通用具使用者〉
片道の使用距離に応じて、2,000円（2ｋｍ
以上5ｋｍ未満）から最高20,900円（片道
40ｋｍ以上）まで支給。

同じ

区　　　　　　　　　分

特
殊
勤
務
手
当
（
11
年
度
）

全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 56.4%

支給対象職員1人当たり平均支給年額 15,342円

手当の種類　（手当数） 14

代表的な手当の名称
税務手当
社会福祉現業手当
用地交渉手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額 8,352万9,000円

職員1人当たり支給年額 222,152円

支給総額

10年度

11年度
9,336万0,000円

職員1人当たり支給年額 252,324円

■特別職の給料などの状況　　　　　　　（平成12.4.1現在）

給料・報酬月額 期末手当区　分

給　料

報　酬

市　　長　　　　 859,000円

助　　役　　　　 670,000円

収 入 役　　　　 611,000円

教 育 長　　　　 611,000円

議 長　　　　 392,000円

副 議 長　　　　 316,000円

議　　員　　　　 300,000円

（11年度支給割合）

６月期 1.6 月分

12月期　1.65月分

３月期 0.5 月分

計　 3.75月分

■定員適正化計画の数値目標および進捗状況（各年4.1現在）
①定員適正化目標

②定員適正化手法の概要

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

部門 区　　分 ７年 ８年 ９年 10年 11年 12年 計

全
　
部
　
門

退　　　職 14

採　　　用 9

差引増減数 △ 5

職　員　数 436 431

8

5

△ 3

428

10

9

△ 1

427

13

10

△ 3

424

11

10

△ 1

423

56

43

△13

423

将来の行政需要ならびに第５次定員モデルおよび全国類似団体職員数を考慮
し、職員数を13人削減する。

新規行政需要に対応しつつ、事務の統廃合縮小、民間などへの委託、機械
化を進め、全体として人員増にならないように管理する。

部門 区　　分 ７年 ８年 ９年 10年 11年 12年 計

全
　
部
　
門

退　　　職 16

採　　　用 11

差引増減数 △ 5

職　員　数 436 431

20

13

△ 7

424

19

16

△ 3

421

23

17

△ 6

415

15

15

0

415

93

72

△21

415

■部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年4.1現在）

主な増減理由
職　員　数

11年 12年

対前年
増減数

一般

行政

部門

特別行
政部門

公営企

業等会

計部門

普通会計計

合　　計

小　　計 282 285 3

教　　育 88 86 △ 2

370 371 1

水　　道

下 水 道

そ の 他

21

16

8

19

17

8

△ 2

1

0

小　　計 45 44 △ 1

415 415 0

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

4

76

23

83

20

0

27

9

43

4

71

24

83

19

0

28

10

43

0

5

△ 1

0

1

0

△ 1

△ 1

0

まちづくりシンクタンク、特別豪雪
地帯市町村協議会への研修派遣など

市民税業務効率化による減

健康増進業務の増（保健婦の増）

係の統合による減

県派遣職員を充てたこと
による市職員の減

学校給食調理員の臨時職
員化など

係の統合による減

集落排水事業の増加

（注）職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
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十日町地域広域事務組合・十日町地域衛生施設組合

区　分

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

特
殊
勤
務
手
当
（
11
年
度
）

職員全体に占める手
当支給職員の割合

支給対象職員1人当
たり平均支給年額

手 当 の 種 類
（手当数）

代表的な

手当の名称

98.3%

消防職 30,485円
医療職　137,200円

4

緊急車運転手当

災害出動手当

夜間消防手当

家畜指導診療業務手当

100%

153,615円

4

清掃手当

危険手当

区 　 分 広域事務組合 衛生施設組合

時

間

外

勤

務

手

当

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

支給総額

職員1人当たり
支 給 年 額

10年度

11年度

1,861万7,731円

17万5,639円

1,821万9,153円

17万1,879円

371万1,740円

19万5,354円

141万3,223円

7万4,380円

■平成11年度人件費の状況（普通会計決算）

圏域内基本台帳人口
（平12.3.31）

歳　　出　　額
（Ａ）

実　質　収　支
人　　件　　費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）10年度
の人件費率

79,674人

56,767人

20億7,263万6,000円 8,544万9,000円

10億1,007万6,000円 4,493万4,000円

11億0,093万0,000円

1億6,637万6,000円

53.1%

22.6%

56.1%

17.8%

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。 ２　給与費は、当初予算に計上された額です。

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤

手当は、市職員と同額のため省略します。

区 分

広域事務組合

衛生施設組合

広域事務組合

衛生施設組合

■平成12年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（Ａ） 給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1人当たり
給与費
（Ｂ/Ａ）

給　　　　　　　　与　　　　　　　　費

118人

20人

4億9,310万4,000円 1億2,453万3,000円 2億2,272万4,000円 8億4,036万1,000円 712万1,703円

8,552万2,000円 1,629万3,000円 3,964万0,000円 1億4,145万5,000円 707万2,750円

■職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成12.4.1現在）

■職員手当の状況

区　分

一　般
行政職

大学卒

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

初　任　給
採用２年経
過後給料額

高校卒

広 域 事 務 組 合 衛 生 施 設 組 合 国

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

消防職
大学卒

高校卒

192,600円

160,200円

210,400円

174,100円

192,600円

160,200円

210,400円

174,100円

医療職
大学卒

高校卒

207,900円 221,900円

区　分

（注）１　消防職について国は、公安職（1）で掲載してあります。 ２　医療職については給料の調整額（獣医師）を含んでいます。

広域事務組合

衛生施設組合

国

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成12.4.1現在）

平均給料月額 平均年齢

一 般 行 政 職

339,900円 41歳3月

379,000円 47歳4月

326,106円 39歳9月

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

318,100円 48歳10月

289,315円 47歳9月

平均給料月額 平均年齢

消 防 職

333,738円 39歳3月

345,871円 41歳3月

平均給料月額 平均年齢

医 療 職

384,967円 43歳3月

■広域事務組合の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成12.4.1現在）

区分

７級

標準的な職務内容
職員数
（人）

構成比
（％）

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

６級

消　　　防　　　職 一　般　行　政　職 医　　　療　　　職

消防監・消防長 課　長

司令長・次長・署長・
課長

５級

４級

司令・課長補佐・小隊
長・分署長・分遣所長

司令補・係長・副分署
長・副分遣所長

３級

２級

１級

計

士長・主任・分隊長・
副分隊長

1

5

7

36

19

0.9 1 25.0

職員数
（人）

標準的な職務内容
構成比
（％）

─ ─ ─

係　長 1 25.0 家畜指導診療所長 1 33.4

主　査 1 25.0 ─ ─ ─

─ ─ ─ 困難な専門的業務
を行う主任獣医師 1 33.3

─ ─ ─ 主任獣医師 1 33.3

─ ─ ─ ─ ─ ─

主　事 1 25.0 ─ ─ ─

4 100.0 3 100.0

4.5

6.2

32.1

17.0

副士長・副分隊長 16 14.3

消防士 28 25.0

112 100.0

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名

区 　 分 合 計
一　般
行政職

技　能
労務職

消防職 医療職

広
域
事
務
組
合

衛
生
施
設
組
合

報酬年額

職員数（ A）

十日町市消防団長

118人 4人 111人 3人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B） 18人 2人 14人 2人

比率（ B / A ） 15.3% 50.0% 12.6% 66.7%

職員数（ A） 20人 13人 7人

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B） 5人 2人 3人

比率（ B / A ） 25.0% 15.4% 42.8%

110,000円

〃　　　副団長 74,000円

〃　　　分団長

〃　　　副分団長

〃　　　部長

〃　　　班長

〃　　　団員

管 理 者

副管理者

収 入 役

議　　長

副 議 長

議　　員

55,500円

41,000円

34,000円

24,000円

18,000円

■衛生施設組合の級別職員数の状況　　　（平成12.4.1現在） ■昇給期間短縮の状況（普通会計）
（平成11年度）

①　広域事務組合 ②　衛生施設組合

■特別職の報酬（平成12.4.1現在）

区分

８級

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

一　般　行　政　職

─ ─ ─

７級 局長・次長 2 15.4

６級 係長・主査 7 53.8

５級 主　任 2 15.4

４級 技　師 1 7.7

３級 技　師 1 7.7

２級 ─ ─ ─

１級 ─ ─ ─

13 100.0計

（注）１　当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

職　　名 報酬年額

32,000円

30,000円

30,000円

32,000円

30,000円

30,000円



●
十
日
町
税
務
署
長
賞

●
新
潟
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
優
秀
賞

和
田
　
愛
（
中
条
中
３
年
）

「
税
に
つ
い
て
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

最
優
秀
賞

長
澤
美
穂
（
南
中
３
年
）

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
税
金
」

優
秀
賞桑

原
佳
織
（
中
条
中
３
年
）

「
支
え
ら
れ
て
い
る

私
の
く
ら
し
」

齋
木
佐
知
子
（
南
中
３
年
）

「
税
金
に
つ
い
て

分
か
っ
た
こ
と
」

阿
部
望
未
（
南
中
３
年
）

「
関
心
、
感
心
。」

水
落
美
奈
子
（
吉
田
中
３
年
）

「
誇
り
を
感
じ
て
…
」

本
間
奈
那
枝
（
吉
田
中
３
年
）

「
限
り
あ
る
税
金
、
大
切
に
」

●
関
東
信
越
国
税
局
長
賞

優
秀

玉
田
貴
裕
（
中
条
中
３
年
）

「
税
金
は
　
明
る
い
未
来
の

サ
ポ
ー
タ
ー
」

佳
作

高
橋
　
結
（
十
日
町
中
３
年
）

「
わ
た
し
た
ち

一
人
一
人
が
　
納
税
者
」

●
十
日
町
税
務
署
長
賞

優
秀

樋
熊
未
来
（
下
条
中
３
年
）

「
国
民
の
　
税
で
な
り
た
つ

豊
か
な
社
会
」

根
津
太
一
（
十
日
町
中
３
年
）

「
税
の
中

働
く
人
の

汗
き
ら
り
」

岩
田
智
恵
美
（
中
条
中
１
年
）

「
税
金
で

輝
く
笑
顔

未
来
ま
で
」

福
崎
正
樹
（
南
中
３
年
）

「
輝
け
る
　
未
来
の
た
め
に

納
税
を
」

富
井
啓
輔
（
水
沢
中
１
年
）

「
税
金
で

輝
く
社
会
の

建
設
を
」

●
十
日
町
市
租
税
教
育
推
進

協
議
会
会
長
賞

最
優
秀
賞

波
形
絵
里
子
（
中
条
中
２
年
）

「
新
世
紀

明
る
い
未
来
を

税
金
で
」

涌
井
寿
也
（
中
条
中
２
年
）

「
新
世
紀
　
明
る
い
未
来
を

税
金
で
」

優
秀
賞関

口
裕
介
（
南
中
２
年
）

「
毎
日
の
　
暮
し
に
税
が

生
き
て
い
る
」

高
橋
沙
季
（
南
中
２
年
）

「
税
金
が
　
住
み
よ
い
く
ら
し
の

お
手
伝
い
」

大
渕
孝
之
（
下
条
中
１
年
）

「
税
金
が
　
み
ん
な
の
暮
ら
し
を

支
え
て
る
」

村
山
佳
介
（
水
沢
中
２
年
）

「
あ
な
た
の
納
税

み
ん
な
の
未
来
」
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十小PTAが文部大臣表彰
～地域と一体のひとづくり～

第
31
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
が
10
月
27
日
f
か
ら
３
日
間
、

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら
７
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
田
川
絵
梨
さ
ん

（
中
条
中
２
年
）
が
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー

ド
ル
で
４
位
、
小
川
将
吾
さ
ん
（
中
条
中

１
年
）
が
男
子
走
り
高
跳
び
で
７
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

田
川
さ
ん
は
「
筋
力
を
付
け
て
14
秒
台

で
全
中
を
目
指
し
た
い
」
、
小
川
さ
ん
は

「
い
つ
で
も
ベ
ス
ト
が
出
せ
る
よ
う
練
習

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
指
導

に
あ
た
る
高
橋
哲
夫
先
生
は
「
こ
れ
か
ら

体
を
き
た
え
て
記
録
を
伸
ば
し
、
全
中
で

入
賞
す
る
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
選
手
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

田川絵梨選手が４位入賞
～ジュニア五輪陸上～

第
26
回
新
潟
県
都
市
対
抗
軟
式
野
球
大

会
県
大
会
で
十
日
町
ク
ラ
ブ
が
４
年
ぶ
り

３
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
大
会
は
、

10
月
14
日
g
、
15
日
a
の
２
日
間
、
笹
山

野
球
場
で
開
催
さ
れ
、
十
日
町
ク
ラ
ブ
は

準
決
勝
で
小
須
戸
ク
ラ
ブ
を
８
対
０
、
決

勝
で
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
を
３
対
２
で
破

り
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

吉
沢
武
彦
監
督
は
「
３
度
目
の
都
市
対

抗
県
制
覇
を
目
標
に
、
選
手
全
員
が
力
一

杯
の
野
球
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

投
手
を
中
心
と
し
た
堅
い
守
り
で
失
点
を

防
ぎ
、
守
備
の
リ
ズ
ム
を
攻
撃
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
得
点
を
重
ね
、
試
合
の
流
れ
を

引
き
寄
せ
た
こ
と
が
勝
利
に
結
び
つ
い

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

十日町クラブが優勝
～第26回県都市対抗軟式野球大会～

このコーナーは、まちの話題や活動

などを紹介しています。情報がありま

したら、企画人事課広報広聴係（157─

3111内線213）へ、お気軽にお寄せくだ

さい。

トピックス
TOPICS

校
づ
く
り
運
動
」を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
あ
い
さ
つ
運
動
の
推

進
や
、
き
も
の
サ
ー
ク
ル
「
わ
か
む

ら
さ
き
」
の
発
足
な
ど
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
に
多
く
の
実
績
を
残
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
独
自
の
人
材
バ

ン
ク
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

幅
広
い
視
野
と
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
た
め
の
取
組
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

「
学
校
は
こ
う
あ
り
た
い
」
と
い

う
熱
意
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
長
年

の
活
動
が
実
を
結
び
、
晴
れ
の
文
部

大
臣
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

十
日
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
越
村
健

市
会
長
・
写
真
左
）
の
優
れ
た
活
動

が
認
め
ら
れ
、
11
月
17
日
f
に
都
内

で
文
部
大
臣
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。

十
日
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
子

ど
も
の
い
る
と
こ
ろ
す
べ
て
が
教
育

の
場
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
た
ち
、

地
域
住
民
も
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
保
護
者
、

先
生
、児
童
、地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体

と
な
っ
て
探
る
中
で
、
障
害
児
教
育

と
の
融
合
や
、
老
人
施
設
や
公
園
施

設
の
併
設
な
ど
を
え
が
い
た「
夢
の
学

十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
（
会
長
小
林
辰
雄
）、
十
日
町
市
租
税

教
育
推
進
協
議
会
（
会
長
本
田
十
日
町
市
長
）
、
十
日
町
税
務
署
で
は
、

中
学
生
を
対
象
に
、
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
将
来
を
担
う
中
学
生
か
ら
、
税
の
意
義
や
役
割
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

毎
年
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
の
応
募
点
数
は
作
文
の
部
が
３

１
３
点
、
標
語
の
部
が
１
、
１
５
７
点
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
特
に

優
秀
だ
っ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
作
文
の
部
】

【
標
語
の
部
】

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局

の
簡
易
保
険
の
積
立
金
や
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
の
積
立
金
は
、
公
園

や
水
道
施
設
な
ど
の
整
備
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

平
成
11
年
度
に
は
、
表
の
よ
う
に

水
沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、
簡
易

水
道
な
ど
の
整
備
に
こ
の
資
金
を
活

用
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に

役
立
っ
て
い
ま
す

簡

易

保

険

厚

生

年

金

国

民

年

金

◆簡易保険積立金還元融資事業 （単位：万円）

◆厚生年金積立金・国民年金積立金還元融資事業（単位：万円）

事　　業　　名

十日町市総合公園整備事業

十日町市緑道整備事業

高 山 太 子 堂 線 道 路

新設改良事業ほか19か所

水沢学校給食

共同調理場更新事業

公園緑

地事業

豪雪対

策事業

義務教育

施設事業

簡易水

道事業

3,200

2,000

7億4,690

1億5,734

1,200

750

3億2,840

5,080

4,046
2,746
415
399

1億4,068

1,120
1,410
360
350
8,630

合　　　　　　計 9億5,624 3億9,870

合　　　　　　計 2億1,674 1億1,870

事業に要した額 融資を受けた額

事　　業　　名 事業に要した額 融資を受けた額

水沢中央地区簡易水道
下条地区簡易水道
馬水地区簡易水道
飛二地区簡易水道
水沢南部地区簡易水道

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

積

立

金

優
秀
作
品
紹
介

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
・
標
語
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総
合
体
育
館
・
市
民
体
育
館
で

は
、
冬
期
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
、
下
表
の
と
お
り
夜
間
開
放
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
総
合
体

育
館
で
は
、
冬
で
も
野
球
や
サ
ッ
カ

ー
な
ど
が
楽
し
め
る
よ
う
人
工
芝
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
は
、
ま
だ
利
用
し
た
こ
と
の
な
い

人
の
た
め
に
、
12
月
27
日
d
ま
で

「
体
な
ら
し
メ
ニ
ュ
ー
」
を
紹
介
す

る
「
無
料
体
験
登
録
講
習
会
」
を
実

施
中
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
＝
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
要
予
約
・
定
員
制
）

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

104

平成11年度は、十日町警察署管内にお

いて、15件の飲酒運転による人身事故が

発生しています。これからの時期は、忘

年会などでお酒を飲む機会が増えますが、

「飲酒したら、絶対運転しない」を徹底し

ましょう。

死亡事故などの重大事故につながる飲

酒運転を家庭、職場、地域ぐるみで追放

しましょう。

12月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

12年 19(202） 22(233） 0（5） 46(475）

11年 23(199） 30(262） 0（1） 35(504）

10月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

12

飲酒運転を追放しましょう

〈
き
よ
し
こ
の
夜
の
里
コ
ン
サ
ー
ト
〉
▼
12
月
10
日
a
午
後
１
時
30
分
開

演
▼
新
堀
芸
術
学
院
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
▼
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
徒
歩

15
分
▼
手
作
り
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
輝
く
木
造
ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
。「
聖
夜
（
き
よ
し
こ
の
夜
）」
な
ど
お
な
じ
み
の
曲
を
、
楽
し
い
お
話

を
交
え
て
演
奏
し
ま
す
。
▼
一
般
２
、
５
０
０
円
、
学
生
１
、
５
０
０
円

▼
新
堀
芸
術
学
院
（
1
０
２
５
５
９
│
４
│
３
４
４
４
）

〈
エ
コ
　
ス
ポ
２
０
０
０
　
Ｊ
ｏ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
〉
▼
12
月
２
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
５
時
30
分
▼
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
15

分
▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
球
環
境
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
。
テ
ニ
ス
講
習

（
雉
子
牟
田
直
子
）、
フ
ッ
ト
サ
ル
講
習
（
木
村
和
司
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
▼
上
越
市
地
球
環
境
課
（
1
０
２
５
５
│
26
│
５
１
１
１
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報
誌
『
ほ
っ
く
ほ
く
』
第
11
号
〉
▼
眺

な
が
め

め
の
よ
い

露
天
風
呂
な
ど
の
温
泉
情
報

や
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
沿
線
18
市
町

村
の
冬
の
情
報
満
載
で
す
。

市
役
所
・
ほ
っ
く
ほ
く
な
ん

で
も
案
内
所
・
ク
ロ
ス
10
・

博
物
館
な
ど
で
無
料
配
布
し

て
い
ま
す
▼
商
工
観
光
課

（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
２

６
１
）

私
の
思
い
出
は
２
人
の
先
生
で
す
。あ
る
朝
、

見
知
ら
ぬ
紳
士
が
店
に
来
て
「
水
を
く
れ
」
と

い
わ
れ
た
の
で
、
コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
て
差
し

出
し
ま
す
と
、
う
ま
そ
う
に
飲
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
「
君
は
何
歳
か
。
何
年
に
な
る
の
か
。
名

前
は
」
と
聞
か
れ
、「
眞
霜
四
郎
で
す
」
と
答
え

ま
し
た
。「
そ
う
か
、で
は
四
日
町
の
眞
霜
だ
ね
。

私
は
隠
居
様
の
お
ば
あ
さ
ん
に
は
勉
強
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た

り
し
た
も
の
だ
。
今
日
か
ら
十
日
町
の
新
し
い

町
長
だ
よ
。
中
学
に
行
か
な
く
て
も
大
学
に
は

入
れ
よ
。
専
検
（
今
の
大
検
）
を
取
る
こ
と
だ

ね
。
独
学
で
も
や
る
気
と
努
力
が
あ
れ
ば
で
き

る
よ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

専
検
な
ど
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
い
私
は
、
目
標

が
定
ま
り
独
学
で
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
先
生
は
、
駅
通
り
の
郵
便
局
の

裏
手
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
専
検
の
一
次
試
験

を
受
け
ま
し
た
が
、
英
語
と
簿
記
に
自
信
が
な

く
、
先
生
の
自
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の

家
な
の
で
玄
関
の
前
を
行
っ
た
り
来
た
り
、
入

っ
て
良
い
の
か
？
悪
い
の
か
と
悩
ん
で
い
る
う

ち
に
、
雪
は
ど
ん
ど
ん
降
っ
て
き
て
30
㎝
も
積

も
り
ま
し
た
。
寒
さ
も
き
び
し
く
、
思
い
き
っ

て
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と
入
っ
て
い
っ
た
ら
、
快

く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
寒
か
っ
た
ろ

う
」
と
言
っ
て
、
甘
酒
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
答
案
書

も
２
、
３
か
所

訂
正
し
、
注
意

を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

収
穫
期
を
迎
え
た
９
月
、
「
魚
沼
米
」
の
Ｐ

Ｒ
と
斡
旋
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

各
都
道
府
県
の
東
京
事
務
所
、
各
都
市
東
京

事
務
所
（
70
市
、
４
県
市
長
会
）
お
よ
び
東
京

十
日
町
会
総
会
で
Ｐ
Ｒ
を
い
た
し
ま
し
た
。
都

道
府
県
東
京
事
務
所
と
東
京
十
日
町
会
総
会
で

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
だ
け
で
し
た

が
、
都
市
東
京
事
務
所
に
は
会
議
の
席
上
、

“
十
日
町
市
は
、
全
国
一
の
ブ
ラ
ン
ド
「
魚
沼

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
中
心
的
な
特
に
美
味
し
い
産

地
で
あ
る
”
“
贈
答
品
と
し
て
最
適
で
あ
る
”

な
ど
と
口
上
を
付
け
加
え
ま
し
た
。

　
直
接
、
Ｊ
Ａ
十
日
町
に
注
文
が
あ
っ
た
分
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
10
月
の
１
か
月
間
で
事
務

所
を
経
由
し
た
注
文
は
、
26
件
、
49
送
付
先

（
２
㎏
50
袋
、
５
㎏
68
袋
、
10
㎏
３
袋
、
30
㎏

１
袋
）
で
し
た
。
な
か
に
は
、
一
人
で
５
㎏
を

27
袋
も
注
文
す
る
な
ど
、
贈
答
品
と
し
て
利
用

さ
れ
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

以
前
か
ら
事
務
所
を
利
用
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
９
件
を
除
く
と
、
残
り
の
大
部
分
の
注
文

が
口
上
を
聞
い
た
都
市
東
京
事
務
所
の
人
か
ら

の
注
文
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
口
コ
ミ
」
の
効

果
の
大
き
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
感
じ
で
す
。

神奈川県鎌倉市山ノ内599（四日町出身・77歳）

眞 霜 四 郎 さん 故郷 ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと

東
京
事
務
所

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
の
10
の
12

銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
５
階

1
03-

３
５
４
６-
７
２
３
０（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

〒104-0061「
魚
沼
米
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て

ワイン通の間ではイタリアワイン派とフランスワイ

ン派がそれぞれの主張や論争を展開しています。そう

いう私はワインの味には無頓着
とんちゃく

ですが、実際生活し

たという理由から若干イタリアびいきです。

イタリアでは最近ビールに押されてワインの消費が

落ち込んでいるそうです。30数年前はイタリア人一

人当たり年間110リットルのワインを飲んでいました

が、現在は48リットルそこそこのようです。しかし

評論家は必ずしもイタリア人全体がワイン離れしてい

る訳ではないと言います。量は減ったけれども質も変

化していて、特に若い世代がバローロやバルバレスコ

といった複雑なワインを味わうようになっているのだ

そうです。また大都市ではワインバーが花盛りで、ワ

インがデキャンタやびんでなく、グラス単位で売られる

ようになったことも原因のひとつといえます。好みやラ

イフスタイルの変化が消費量減少に絡
から

んでいるようです。

今年の夏は、フランスの流行に習ってか、魚に赤ワイ

ンを合わせるのが人気だったようです。また今の季節、

イタリアではよく焼き栗売りを見かけます。先般もコモ

周辺の洪水の際、被災者救援のための栗募金と称して売

上金を寄附したようです。イタリア人は焼き栗を好み、

しかも赤ワインを飲みながら食べるようで、これが何と

も絶好の組み合わせらしいです。どうぞお試しあれ。

（姉妹都市協力員　当重茜さん）

イタリアワイン事情
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in

de

冬
こ
そ
体
育
館
で

い
い
汗
を
流
そ
う

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
無
料
体
験

■　　が夜間開放種目です。■「専用使用」は個人や団
体で専用に使用できます。早めにご予約ください。
■問合せ＝総合体育館（152-4377） 時間は60分間

開始時間

15：30～

曜日

日・祝日

q14：00～
w20：00～月

10：30～水

15：30～木

q10：30～
w20：00～金

q14：00～
w18：30～土

体育館夜間利用一覧表
（平成12年12月～13年３月）

日 月 火 水 木 金 土

総
　
合
　
体
　
育
　
館

ア
　
リ
　
ー
　
ナ

PM５：30

PM７：30

午
後
５
時
閉
館

専

用

使

用

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専

用

使

用

休
　
　
館
　
　
日

テ
ニ
ス
教
室

ジ
ュ
ニ
ア

ボ
ー
ル
教
室

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
教
室

ク
ス
教
室

エ
ア
ロ
ビ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

専

用

使

用

野
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

硬
式
テ
ニ
ス

〜

PM７：30

PM９：30
〜

屋
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

PM５：30

PM７：30

午
後
５
時
閉
館

野
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー
教
室

ジ
ュ
ニ
ア

専

用

使

用

サ
ッ
カ
ー
教
室

ジ
ュ
ニ
ア

休
　
　
館
　
　
日

専

用

使

用

専

用

使

用

サ

ッ

カ

ー

専

用

使

用

〜

PM７：30

PM９：30
〜

日 月 火 水 木 金 土

市

民

体

育

館

ア
　
リ
　
ー
　
ナ

PM５：30

PM７：30

午
後
５
時
閉
館

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

専

用

使

用

テ
ニ
ス
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓
　
　
　
　
球

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

〜

PM７：30

PM９：30
〜



■
日
時
＝
12
月
12
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
医

師
＝
山
下
医
師
（
中
条
第
２
病
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係（
内
線
１
４
４
）ま
た
は

十
日
町
保
健
所（
1
57
│
２
４
０
０
）

◆
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
制
度

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
と
３
級

の
一
部
、
お
よ
び
療
育
手
帳
Ａ
を
お

持
ち
の
人
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
（
基

本
料
金
）
を
年
間
12
枚
交
付
し
て
い

ま
す
。
十
日
町
市
と
川
西
町
の
タ
ク

シ
ー
会
社
の
小
型
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
に
利
用
で
き
ま
す
。

◆
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
１
割
引
制
度

身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手

帳
を
提
示
し
ま
す
と
運
賃
が
１
割
引

き
さ
れ
ま
す
。
十
日
町
市
の
場
合
は

手
帳
の
ほ
か
に
、
原
則
と
し
て
割
引

券
が
必
要
で
す
。
割
引
券
は
障
害
援

護
係
に
あ
り
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
健

康
福
祉
課
障
害
援
護
係
（
内
線
１
３

４
）

◆
冬
期
間
は
、
降
雪
状
況
に
よ
り
一

時
的
に
ご
み
の
収
集
が
不
可
能
に
な

る
場
合
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
の

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
が
降
る
と
、
川
西
町
霧
谷
処
分

場
へ
は
行
け
な
く
な
り
ま
す
。
燃
え

な
い
ご
み
の
自
己
搬
入
は
、
高
城
沢

（
吉
田
千
手
ト
ン
ネ
ル
川
西
側
）
で

保
管
と
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

処
理
費
の
ほ
か
保
管
料
を
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
ご
み
収
集
車
内
で
火
災
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
動
点
火

装
置
付
き
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
電
池

が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
器
具
は
必
ず

電
池
を
取
り
外
し
、
燃
料
は
完
全
に

抜
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
豆
炭
な

ど
の
取
り
灰
は
完
全
に
火
が
消
え
て

い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
の
減
量
化
、
分
別
資
源
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
23

日
g
、
29
日
f
〜
31
日
a
■
総
合
体

育
館
＝
毎
週
火
曜
日
、
29
日
f
〜
31

日
a
、
28
日
e
は
午
後
５
時
で
閉
館

■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
27
日
d

〜
31
日
a
■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜

日
、
23
日
g
、
28
日
e
〜
31
日
a

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
23
日
g
、
29
日
f
〜
31
日
a

■
休
館
日
＝
12
月
29
日
f
〜
１
月
１

日
b
、
12
月
28
日
e
は
正
午
閉
店

■
営
業
日
＝
１
月
２
日
c
・
３
日
d

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
物
産

ホ
ー
ル
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
営
業
し

ま
す
。
食
堂
は
小
嶋
屋
の
み
、
両
日

と
も
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

営
業
し
ま
す
。
１
月
４
日
e
か
ら
通

常
営
業
■
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1

57
│
２
３
２
３
）

市
内
の
民
謡
・
舞
踊
団
体
が
一
堂

に
会
し
唄
と
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
３
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
入

場
料
＝
１
、
３
０
０
円
（
当
日
１
、

５
０
０
円
）
■
問
合
せ
＝
宮
沢
政
信

（
1
58
│
３
０
８
９
）

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
７
日
e
、
21
日
e
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
（
内
線
１
３
１
）

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
■
日
時
＝

12
月
16
日
g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝

十
日
町
情
報
館
■
問
合
せ
＝
十
日
町

情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
触
れ

合
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日

時
＝
12
月
５
日
・
12
日
・
19
日
の
各

火
曜
日
・
午
前
10
時
〜
11
時
■
会

場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
、
12
日
は
総
合
体

育
館
（
吉
原
久
美
子
先
生
を
迎
え
ま

す
）
※
12
月
か
ら
会
場
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

放
送
大
学
で
は
平
成
13
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
で
授
業

を
お
こ
な
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
通
信

制
大
学
で
す
。
学
び
た
い
！
そ
れ
が

入
学
資
格
で
す
。
■
出
願
受
付
期
間

＝
12
月
15
日
f
〜
平
成
13
年
２
月
15

日
e
■
募
集
学
生
＝
①
全
科
履
修
生

（
卒
業
を
目
指
す
学
生
）
②
選
科
履

修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）
③

科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る

学
生
）
■
対
象
＝
①
18
歳
以
上
、
②

③
義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
る
15
歳

以
上
■
多
様
な
科
目
＝
外
国
語
、
心

理
学
、
健
康
科
学
な
ど
の
幅
広
い
分

野
の
約
３
０
０
科
目
の
中
か
ら
好
き

な
科
目
が
選
べ
ま
す
。
■
問
合
せ
・

資
料
請
求
（
無
料
）
＝
放
送
大
学
新

潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│
２

２
８
│
２
６
５
１
）

冬
囲
い
の
た
め
、
11
月
末
日
を
も
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市
の
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
や
進
捗

状
況
、
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
営
協
議
会
委
員
を
一
般
市

民
か
ら
公
募
し
ま
し
た
。
９
人
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
４
人
に
委
嘱
し
ま

し
た
。
公
募
の
委
員
４
人
と
各
分
野

の
代
表
の
委
員
６
人
と
合
わ
せ
て
10

人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活

発
な
議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

小
川
　
元
一
　
（
市
議
会
）

長
谷
川
　
誠
一
（
事
業
者
）

岩
田
　
秀
子
　
（
事
業
者
）

小
林
　
次
雄
　
（
医
師
会
）

大
谷
　
喜
佐
子
（
看
護
協
会
）

田
中
　
保
雄
　
（
支
援
専
門
員
）

阿
部
　
洋
子
　
（
公
　
募
）

江
村
　
と
く
子
（
公
　
募
）

草
野
　
　
宏
　
（
公
　
募
）

池
田
　
正
巳
　
（
公
　
募
）

委
嘱
期
間
＝
平
成
12
年
11
月
９
日
〜

平
成
15
年
３
月
31
日

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
、
実

際
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て

小
規
模
な
改
修
を
行
っ
た
場
合
、
１

住
宅
に
つ
い
て
改
修
費
用
の
20
万
円

を
限
度
に
、
１
割
の
負
担
で
利
用
で

き
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
改
修
は
、
手
す
り
の

取
り
付
け
、
床
段
差
解
消
、
滑
り
防

止
の
た
め
の
床
材
変
更
、
引
き
戸
な

ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え
、
洋
式
便
器

へ
の
取
り
替
え
な
ど
で
す
。

利
用
す
る
た
め
に
は
理
由
書
が
必

要
で
す
の
で
、
改
修
前
に
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
終
了
後
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
申
請
す
る
と
、
後
日
対
象
と
な
っ

た
経
費
の
９
割
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

ガイド
催し

第
　
回
民
謡
舞
踊
大
競
演
会

う
た
と
お
ど
り
の
祭
典
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介
護
保
険
運
営
協
議
会
発
足

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
と
は

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

（
敬
称
略
）

介護保険料は、社会保険料控

除の対象となります。支払った

本人の収入から控除できます。

くわしくは市報12月10日号

でお知らせします。

講座

保健
福祉

環境

その他

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

っ
て
屋
外
体
育
施
設
を
閉
場
し
ま

す
。
た
だ
し
、
降
雪
状
況
な
ど
で
利

用
が
一
部
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）

17
お
も
ち
ゃ
図
書
館

月
の

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

12

放
送
大
学
学
生
募
集

心
の
健
康
相
談

十日町市結婚促進委員会
新たにスタート

十日町市結婚促進委員会
10月16日b午後５時30分から、ラポート十日町におい

て、十日町市結婚促進委員会第１回総会が行われました。

この委員会は、今までの農家後継者結婚促進協議会を発

展的に解消し、新たな視点と発想のもとでスタートしたも

のです。結婚を希望する人の結婚を促進し、ひいては十日

町市の活性化を図ることを目的としています。主な活動と

して、未婚者の紹介・相談活動や交流会の実施・参加、関

係団体などとの連携などをおこないます。

委員は市議会議員６人、農業委員６人、ＪＡ女性部12

人、商工会議所１人、民生児童委員協議会１人、青少年ホ

ーム利用者協議会１人の計27人です。会長には石沢正二

郎さんが選任されました。

さらに市内には６つの地区組織があり、地区関係団体な

どと協力して、より地域に密着した地区活動を進めます。

■問合せ＝農業委員会事務局（157-3111内線231）

タ
ク
シ
ー
運
賃
の

割
引
制
度
の
ご
利
用
を

「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
運
動

施
設
組
合
か
ら
の
お
願
い

ラ
ム
（
炭
素
換
算
）
削
減
で
き
ま
す
。

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

で
す
。
乗
用
車
１
台
（
ガ
ソ
リ
ン
車
）

が
10
分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
る

と
０
・
14
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
節
約
と

な
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
90
グ

月
の
休
館
日

12

ク
ロ
ス
　
の
年
末
年
始
営
業

10

スポーツ
屋
外
体
育
施
設
の
閉
場

雪まつり事務局開設に伴い、商工観光課・

観光協会が12月１日f～２月23日fの間、ク

ロス10の４階に一時移転します。

℡ 57-3345 FAX  57-5150

雪まつり事務局開設に伴う
商工観光課の一時移転

介護保険料の控除



浄
化
槽
法
・
建
築
基
準
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
平
成
13
年
４
月
１
日

か
ら
、
ト
イ
レ
か
ら
出
る
汚
水
の
み

を
処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
の
新
設
設

置
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
（
一
部
地

域
を
除
く
）
。
今
後
処
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の

汚
水
と
生
活
雑
排
水
と
を
合
わ
せ
て

処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
み
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
単
独
処
理
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
に
つ
い
て

は
、
そ
の
ま
ま
浄
化
槽
を
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
環
境
保
全
の

観
点
か
ら
汚
水
と
雑
排
水
を
い
っ
し

ょ
に
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

早
期
切
り
替
え
・
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ
＝
下
水
道
課
施
設
管
理
係

（
1
52
│
７
４
４
１
）

高
校
や
大
学
、専
修
学
校
、各
種
学

校
な
ど
の
入
学
・
在
学
者
の
保
護
者

は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
■
融
資
限
度
額
＝
２
０
０

万
円
■
金
利
＝
年
２
・
２
％（
９
月
５

日
現
在
）
固
定
金
利
■
融
資
期
間
＝

10
年
以
内（
据
置
期
間
は
、在
学
期
間

中
）
■
返
済
方
法
＝
元
利
均
等
毎
月

払
い
（
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）
■
問
合

せ
＝
国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店

（
1
０
２
５
８
│
36
│
４
３
６
０
）

ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
（
1

52
│
７
１
１
１
）
は
、
平
成
10
年
４

月
か
ら
廃
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
現

在
、
サ
ー
ビ
ス
は
お
こ
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。「
災
害
時
の
緊
急
情
報
」
は
、

十
日
町
地
域
消
防
署
1
57
│
１
５
５

５
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
下
島
地
内
の
市
道
高
山
太

子
堂
線
東
側
（
高
田
町
交
差
点
〜
妻

有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
〜
緑
道

の
間
、
１
、
３
０
０
ｍ
）
で
下
水
道

工
事
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
い
て
、
来
年
３
月
下
旬
ま
で
歩
道

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
一
時
的
に
片
側
交

互
通
行
と
な
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
の

で
、
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
通
行

し
て
く
だ
さ
い
。

降
雪
期
間
の
工
事
と
な
り
、
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
建
設
課
土
木
係
（
内
線

２
５
４
）
、
下
水
道
課
事
業
係
（
1

52
│
７
４
４
１
）

◇
民
事
調
停
手
続
き

お
金
を
返
し
て
も
ら
え
な
い
、
売

っ
た
物
の
代
金
を
支
払
っ
て
も
ら
え

な
い
な
ど
、
金
銭
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
話
合
い
に
よ
り
解
決
を
図
ろ
う
と

す
る
手
続
き
に
「
民
事
調
停
」
が
あ

り
ま
す
。

「
民
事
調
停
」
は
、
裁
判
官
と
民

間
か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
と
で
構

成
さ
れ
た
調
停
委
員
会
が
、
双
方
の

言
い
分
を
聴
き
、
法
律
的
な
評
価
を

も
と
に
説
得
し
、
そ
の
主
張
を
お
互

い
歩
み
寄
ら
せ
、
双
方
の
合
意
に
よ

っ
て
実
情
に
即
し
た
現
実
的
な
解
決

を
図
ろ
う
と
す
る
手
続
き
で
す
。

双
方
の
合
意
で
決
ま
っ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
「
民
事
訴
訟
」
の
判
決

と
同
様
の
強
い
効
力
が
あ
り
ま
す
。

「
民
事
訴
訟
」
に
比
べ
て
、
手
続
き

が
簡
単
で
、
誰
に
で
も
利
用
で
き
る

う
え
、費
用
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
十
日
町
簡
易
裁
判

所
の
受
付
窓
口
で
相
談
（
無
料
）
に

応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
簡
易
裁
判
所

（
1
52
│
２
０
８
６
）

12
月
１
日
f
か
ら
１
月
１
日
（
元

旦
）
ま
で
、
冬
季
利
用
に
向
け
た
園

内
整
備
の
た
め
休
園
し
ま
す
。
冬
季

の
営
業
は
１
月
２
日
c
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
越
後
公
園

管
理
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
８
│
47

│
８
０
０
１
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
が

抱
え
る
悩
み
ご
と
や
、
心
配
ご
と
の

相
談
を
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
■
相
談
日
＝
毎
週

月
曜
日
〜
金
曜
日
・
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
た
だ
し
、
祝
日
・
年
末
年

始
は
除
く
）
■
相
談
電
話
＝
1
０
２

５
│
２
８
５
│
４
１
６
５

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法
務
局

で
は
、
本
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

を
「
考
え
よ
う
　
あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権
〜
21
世
紀
へ
つ
な
げ

よ
う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜
」
と
定

め
、
人
権
を
守
る
た
め
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

こ
の
週
間
内
に
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
＝
12
月
７
日
e
午
後
１
時
〜

４
時
■
会
場
＝
十
日
町
合
同
庁
舎

（
シ
ル
ク
モ
ー
ル
向
か
い
）
■
問
合

せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
1
52
│
２
５
７
５
）

・
３
日
a
（
終
日
）
シ
ル
ク
モ
ー
ル

・
10
日
a
（
終
日
）

妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間
＝
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
保
健
予
防
係（
内
線
１
４
１
）

・
５
日
c
（
終
日
）新
潟
県
総
合
庁
舎

※
事
前
に
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
１
）
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
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12 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
８日F

午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

７日E

星野行男弁護士

21日E

小杉 彰 弁護士

午後１時30分～午後４時

会場：市民相談室

◎健康相談　保健婦による相談

むし歯のないよい歯の子
10月の３歳児健診を受けた子31人

よい歯の子 住 所　　保護者

（下条中央通り）

（四日町新田３）

（新宮１）

（田中町本通り）

（新宮２）

（千歳町）

（川治内後）

（大黒沢東）

（山本４）

（錦町１）

（三和町）

（南新田町３）

（四日町新田２）

（昭和町３）

（南鐙坂）

（西本町２）

（吉田山谷）

（学校町１）

（伊達２）

（太田島３）

浩 幸

大 樹

哲 也

明 子

和 久

勝 久

俊 久

利 夫

美智雄

昌 幸

和 弘

智 之

保 雄

正 志

政 文

篤　

和 也

悟

正 明

政　治

小 海 孝
たか

洋
ひろ

山 田 　 大
おおき

樋 口 雄
ゆう

大
た

羽 鳥 健 太

桑 原 美
み

優
ゆ

渡 邊 太 郎

小 林 　 緑

遠 田 利
とし

矢
や

大 海 美 帆

島 田 春 菜

関 口 友
ゆう

基
き

早 川 太 朗

太 田 勇 介

波 間 健 太

斎木花
か

称
な

子
こ

江 口 春 菜

高 橋 　 梢
こずえ

渡 辺 陽
よう

大
だい

佐 藤 小
こ

春
はる

福 崎 雄 太

期日

4・11・18・
25日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

12日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンタ 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

21日E

就 業 改 善 セ ン タ ー 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前９時30分～11時30分

15日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

22日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

※健康手帳のある人はご持参ください。

12月の乳幼児健康診査と休日救急医 健康福祉課 157-3111

休　日　救　急　医乳幼児健康診査 会場
保健センター

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

８日
f

午後１時
～１時45分

９年６月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

14日
e

午後１時
～１時45分

11年６月
生まれの幼児

４か月児健診
20日
d

午後１時
～１時30分

12年８月
生まれの幼児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

20日
d

午前９時15分
～10時

12年２月
生まれの幼児

〔

〔

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

３日a 大 熊 内 科 医 院 山本町１ 52-7066

10日a
富 田 医 院 神明町 52-3269

中 条 病 院 北　原 57-3018

17日a 大 島 医 院 川原町 52-2957

24日a 大 坪 医 院 四日町新田２ 57-6100

23日-
山 口 医 院 下条中央通り 55-2003

上 村 病 院 中里村 63-2111

29日f 庭 野 医 院 寿町４ 52-2711

30日g た か き 医 院 土市５ 58-2361

31日a 田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

今月はお休みです。

単
独
浄
化
槽
の
新
設
が

で
き
な
く
な
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
ロ
ー
ン

市
道
高
山
太
子
堂
線
の
下
水
道

お
よ
び
歩
道
工
事
の
お
知
ら
せ

話
し
合
い
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
へ

募集します

巳年生まれの家族・個人
市報とおかまちでは、１月10日号に掲載

する来年の干支、巳年生まれの家族・個人

を募集しています。■対象者＝①３世代が

巳年生まれの家族②巳年生まれの個人■申

込み＝12月８日fまでに企画人事課広報広

聴係（内線２１３）

越
後
丘
陵
公
園

休
園
の
お
知
ら
せ

月
の

お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談

1212
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

12月の
献血

全
血
献
血

成
分
献
血
（
所
要
時
間
約
60
分
）

市
報
11
月
10
日
号
の
４
ペ
ー
ジ
の

蕪
木
聰
さ
ん
の
住
所
に
間
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
栄
町
」
で

す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

◇
お
詫
び
と
訂
正



20

市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」

■発行/十日町市役所 〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
E mail  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

下
条
中
学
校
は
生
徒
会
活
動
が
大

変
活
発
で
す
。
向
ケ
原
生
徒
会
と
い

う
名
の
わ
が
生
徒
会
は
、
今
年
度

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
と
「
遅
刻
ゼ
ロ

運
動
」
の
２
つ
重
点
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
運
動
」
は

下
条
中
の
よ
き
伝
統
で
あ
り
、
３
年

前
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
、
国
道

や
前
庭
に
看
板
を
立
て
る
活
動
を
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
校
門
で
の
あ
い

さ
つ
を
委
員
会
ご
と
に
分
担
し
、
全

校
生
徒
が
校
門
に
立
っ
て
あ
い
さ
つ

を
し
よ
う
と
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

互
い
に
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
の
気
持

ち
良
さ
を
感
じ
、
自
然
に
あ
い
さ
つ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
遅
刻
ゼ
ロ
運
動
」
は
登
校
時
刻

に
着
席
し
な
い
と
遅
刻
に
な
る
と
い

う
厳
し
い
ル
ー
ル
で
す
。
連
続
無
遅

刻
記
録
に
挑
戦
し
、
着
実
に
生
徒
の

意
識
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
き
伝
統
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
文：

生
徒
会
長
　
井
川
純
一
く
ん
）

<56

宮
澤
健
太
郎
さ
ん
　
１
９
７
６
年
生

農
　
　
業

中
学
３
年
生
の
時
、
父
の
背
中

を
見
て
農
業
を
こ
こ
ろ
ざ
し
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
に
巻
町
の
県
立

農
業
大
学
校
で
２
年
間
学
び
、
さ

ら
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
近
郊

で
２
年
間
の
研
修
を
つ
ん
で
き
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
花
と
野

菜
の
苗
栽
培
を
し
て
い
る
個
人
企

業
で
、
メ
キ
シ
コ
人
と
共
同
生
活

を
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
農
民
は
、
忙
し
い
な

が
ら
も
、
生
活
に
楽
し
み
を
み
つ

け
、
自
然
と
と
も
に
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
春
と
秋
に
地
元
の
農

業
生
産
法
人
で
働
き
、
個
人
で
は

８
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
稲
作
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
春
は
、
父
に

か
わ
っ
て
私
が
苗
づ
く
り
を
し
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
農
業
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
今
年
は
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
免
許
も
取
り
、
操
縦
競

技
の
県
大
会
で
優
勝
し
全
国
大
会

に
も
出
場
し
ま
し
た
。

今
は
何
に
で
も
挑
戦
す
る
時
期

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
時
代
の
変
化
を
み
つ
め
な
が
ら
、

21
世
紀
の
農
業
を
に
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

いきいき向ケ原
むこうがはら

生徒会

下条中学校

68

総合マクト

黒
ず
ん
だ
ラ
ン
プ
は

取
り
替
え
ま
し
よ

う

体育祭での全校生徒による新保広大寺棒おどり


